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PCT news letter vol.13  
Palliative Care Team 
緩和ケア委員会からのお知らせ  

新しい年がはじまりました！

	 	 総合上飯田第一病院緩和ケアチーム

（PPCCTT）の活動を紹介するレター、ひさ

しぶりの発行で新年号です。みなさん

はどのように新年を迎えられたでしょ

うか。一日いちにちが過ぎていくには

何も変わりがないのに、新しい年のは

じまりにあ�たってはなんだか自然に一

年を振り返り、なんだか力をこめてこ

れから来る一年の計を思ってみた

り・・わたしは、ちょうど11年前に「外

科と緩和のハイブリッド的両立」を強

く願っていました。年明け早々、外科

スタッフの理解と協力によってとりあ�

えず「外科・緩和科」という立ち位置

を得て、患者さんやご家族に柔軟な立

場で向き合うことができるようにな

り、院内の緩和的レベルアップを目指

して全部署に発信を続け、PPCCTTメンバー

も最大限の力を発揮してくれました。

また、こうした活動を各種の学会や研

究会で報告し、全国区でも評価され
るレベルに達したと確認できまし
た。患者さんのケアで一緒に悩み、コ
ンサートやカンファレンスなどの活動

でもご協力いただいた院内職員のみな

さん、たくさんの患者さんやご家族の

みなさん、近隣施設でご指導ご協力い

ただいた先生方やスタッフのみなさ

ん。すべての出会いが私たちにとっ
ての学びになり、成長になり、次の
仕事に生かされていくということを
これほど実感した年はあ�りませんで
した。深くお礼を申し上げます。また
本年も未熟な私どもPPCCTTにさまざまなご

意見ご指導をいただきますよう、よろ

しくお願いいたします。�
�


　 さて、今年のPPCCTTの抱負は・・口コミ

やHHPPを通じて、あ�るいは紹介で受診し

てくださる患者さんが増えてきていま

すので、原点に立ち返り、質の高い、

そして真にあ�たたかい医療を提供して

いけるように勉強を深めたいと思いま

す。たとえば抗がん治療（抗がん
剤・手術・放射線治療）について
も、さまざまな支持療法・緩和治療
（ペインコントロール・ステント治
療・がん漢方・リハビリ・栄養管理
など）についても、終末期のプラン
ニングについても、最先端の情報や
手段はひととおり持っている。しか
しそれらを押し付けることなく、既
存の医療の常識にもとらわれること
なく、患者さん一人ひとりとじっく
り向き合って、治療方針を組み立
て、みんなで支えていく。そんな仕
事で一人でも多くの方の役にたてる病

院になろうではないですか。「置かれ

た場所で咲きなさい」がベストセラー

となった渡邊和子氏の著書「面倒だか

ら、しよう」より一部引用します。�
�
!
～看護の原点は、「看」の時が示すよ
うに、温かい手とまなざしであ�ること

を忘れてはいけない。�
�
!
　 あ�る方が入院中に眠れずにいたの

で、お医者さまに相談すると、」「わ

かりました。では、、薬の量を減らす

か、薬を変えてみましょう」とおっし

ゃったそうです。その後看護師さんに

も同様に打ち明けると、「夜が長かっ
たんでしょうね、辛かったでしょう
ね」といってくれて、その言葉に自
分は救われたと、私に話してくれまし
た。�
�


・・医者としては謙虚�に受け止めると

同時に、「だからこそのチーム医療な

んだな」と身につまされました。看護

やケアというものは、患者さんやご家

族と日々直接向かい合う病棟スタッフ

のみなさんのちからに大きく依存して

います。病棟に負担がかかりすぎるこ

となく、一緒に理想的なケアを提供し

ていけるように交流していきたいと思

います。�
�
!
　 とはいえ、「緩和ケア」」という言

葉自体がイコール「終末期ケア」とま

だまだ誤解されやすく、「がんに限ら
ず、また終末期でなくても、深刻な
病気による悩みを抱えるすべてのひ
とのための医療」だとはなかなか普及
していないのが現状です。病院では本

音が言えないと、「がんに効く」とう

たう詐欺まがいのナントカ療法に流れ

てしまわれるのはあ�まりにも残念で

す。気軽に相談していただくために

は、元気がでる楽しいイベントも一

計。というわけで、山あ�り谷あ�りの青

空コンサートもなんとか続けていきた

いのです。クリスマスコンサートでの

お客様および参加スタッフの声をご紹

介します！）　
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出演者の、これまでのコンサートで心に残るエピソード!
・客席から患者さんが笑顔で手を振り返してくれると参加して良かったと思うし、目的が果たせた満足感�
�

	 	 	 	 があ�りました（毎回出演の歯�科衛生士さん。もっとも多くの担当患者さんを持つPPCCTTメンバーならでは�
�

	 	 	 	 のご意見）�
�

・「入院がたまたま重なってラッキーだったわ」という言葉で、入院生活に少しでも良い思い出ができる�
�

	 	 	 	 となったらうれしかった（入院するほどの病気はアンラッキー、でもこんなふうに感じていただけたら�
�

	 	 	 	 最高ですね！）�
�

・会場に入れず、扉の外から手を叩きながら観覧していただいている患者さんたちの背中。（今回想定外�
�

	 	 	 	 にお客様が多く、入りきれない方も出てすみませんでした。改善案を練ります）�
�

・昨年アンケートで何件かツリーの仮装�について触れて下さっていた方がいたので嬉しかったです（歩く�
�

	 	 	 	 クリスマスツリー氏。根強い固定ファンが増加中！？！）�
�

・クリスマスコンサートを目標に離床する練習をして、当日楽しんで観に来てくれたこと�
�

・自分の担当患者様が痛みで参加に消極的だったのですが、最初から参加され、帰り際に涙目で「良かっ�
�

	 	 	 	 た」と言ってくださった事。（PPCCTTにこのような思い出は多く、決して忘れることはないでしょう・・）

お客様�
�


・パンチがあ�り、スイングガールの名前の様に体ごとスイング！�
�

　あ�りがとうね�
�

・リズムがとても良いです。元気づけられます。（リズム感こだ�
�


　わって練習しました～♪）�
�

・美人は得（え？え？え？・・誰のこと～？？？）�
�

・私も何か楽器が演奏したくなりました。�
�

　（メンバー募集中ですよ！ぜひ一緒にいかが？）

バンド「上飯田スイングガールズ＆ボーイズ」

スタッフ�
�


・まさか大人になってから始めた方がいらしたとは・・驚きでした（アナタもいかが？）�
�

・２曲は少し物足りない気がしました。もう少し聴きたいです。（そんな感想いただいて光栄）�
�

・今までで一番まとまりがあ�ったと思います。（44回目ともなればさすがに・・？）�
�

・お客さんの誘導であ�まり聴けなかった（同意見多数。奮闘あ�りがとう！）
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ショータイム「燃えよドラゴンズ」

お客さま�
�


・クリステル、手じな・・カクテル、時々、へまがよかった�
�

　（そう言っていただけるとほっとします）�
�

・目はショーにいってましたが耳で音が聴こえ、皆さん一体になって�
�

　て感動です（アレ、ぶっつけ本番で何とか合ったんですよ・・）�
�

・すごく仲の良い病院スタッフだとビックリしました。手術後なので�
�

　おなかが大変でした。（笑って治りも早くなるよ！）�
�

・日頃の疲れがふっとんだ　よかったです

スタッフ


・ドアラぽい人が良かった。（・・これ、青いコアラの中身の人らしい。いやホント大人気でしたよ！）�
�

・病院全体で参加！！感がでていて、すごく楽しかったです。�
�

・プレッシャーは毎回大きいです（毎回酒瓶を飛ばしている周央氏。お疲れさま！）�
�


オカリナ演奏

スタッフ�
�

・つるさんのエピソードを含めて患者さんたちに元気になってもらえたと�
�

　思います（経験談のインパクトは演奏を超えてましたよね！）�
�

・演奏もいっしょに口ずさんでいる//鼻歌で参加されているお客さんがいてよかった
　（お客さまの嗜好を読んだ選曲だったようですね）�
�

・曲ごとにオカリナを替えて演奏されていたので驚きました（プロみたい！）�
�

・患者さんが頑張っている姿は患者さんにとって励みになったと思う

お客様�
�

・上品�な静かなベルの音で心安らいだ�
�

・みなさん　いそがしいのに　ジングルベル　上手に　よかったです�
�

・若い先生の集まりでいつもの先生の指導とうって変っての一面�
�

（かわいかったでしょ？）

スタッフ�
�

・一番クリスマス感があ�ってよかったです（同意見多�
�

　数。今回他にクリスマスソングなかったですか�
�

　らね！！！）�
�

・リハビリの方の意外な表情がみれてよかったです�
�

　（愛あ�る療法中はキビシイ皆さんですから）�
�

・仕事の合間に頑張って練習してよかった�
�

　　　（遅くまで練習おつかれさまでした！！）

ハンドベル隊「ハッピー☆リハビリ」

お役様�
�


・女のみりょくというものをみせつけられました（つるさんの思惑通りですね！！！汗）�
�

・しっとりとしたオカリナもあ�り得した気分です（盛りだくさんの大プロジェクトでお得感あ�りよ！）�
�

・なつかしい歌の曲で気持ちよかった�
�

・体験談　私のこれからの人生にはげみになりました
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お客様より、全体について 
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お客様�
�


・和やかに楽しくて病院ってことを忘れるくらい良かった。（そりゃ良かった！）�
�

・さながらどこかのショーを見ているようでした。この病院にお世話になった事、あ�らためて感謝しております�
�

・XX--JJaappaannのYYoosshhiikkiiも来て楽しかったです（・・そんな有名人来てたっけ？あ�あ�、整形外科医の・・）

スイング＆エコーズ＆会場参加アンコール「風になりたい」 

お客様�
�


・男子の人数が少なかったけどはりきってやっていたのがすごかった。�
�

　（そうです、少数精鋭ってやつです！）�
�

・せいしゅんを思い出しました（あ�のすばらしい愛をって、実は失恋ソングの�
�

　ようですが・・それも青春か！）�
�

・男性のベースががんばってたので曲が豊かになってた　なぜか22曲目涙が出た�
�

・素晴らしい唄声でプロ顔負けでした�
�

　（前回までは“素人が必死にやってる感”がウリでしたが、大進歩！？）�
�

・担当医の他の一面も見えておもしろかった（誰の患者さんダロウ？？？）

スタッフ�
�

・患者さん方が歌で手拍子とかしてくれた時は本当にうれしかったです�
�

・練習の成果を遺憾なく発揮して、練習と同じところで間違えました�
�

　（あ�りゃ！）�
�

・最初の練習の時は、全然歌えなくてどうしようかと思ったんですが、�
�

　本番にはちゃんと形になっていたのでよかった�
�

　((今回初参加で目が点になってた検査部。でも熱意と上達の速さは最�
�

　　高でした！))�
�

・練習は大変だったけど、参加してよかったと思った。�
�

　　　（合唱は練習厳しかったとの声多数。だからこその成果ですね）

青空エコーズ 

・皆さんの団結力がすごい！チームカミイイダダイイチビョウインですね�
�


・もっとみていたかったです。笑いあ�り涙あ�りで最高のステージでした。�
�


・業務の忙しい中、こういう会を立ち上げ続けることにすごく苦労があ�る�
�


　と思うが、すごい力をもらえると思うので、ぜひがんばってください。�
�


・老若男女　誰に対しても温かく迎え入れる病院のシンボリックなイベン�
�


　トだと思います�
�


そう、イベントを一緒につくりあ�げることで、病院全体が「患者さんのハッピーを目指す

チーム」としてさらにまとまっていけたら最高ですね。それでは、またお目にかかりまし

ょう！今年もよろしくお願いします！

スタッフ�
�

・おれ、最高（・・DDrr..	 	 YYoosshhiikkii。さすがですわ）�
�

・本来の目的にもっとも近いものができたと思います�
�

・全員で盛り上がることができたし、患者さんも楽しんでくれたん�
�

　じゃないかなと思います。�
�

・サプライズもあ�り、笑いの中で、楽しい演奏ができた気がします�
�

　　　　（ベーシスト嬢。ノリノリな演奏でフル出演。）�
�

・SSpp&&DDrr..	 	 YYoosshhiikkiiにおいしいとこ持っていかれた・・�
�

（山田クリステル氏。いや貴女？もなかなかよかったですよ！？）


